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令和５年度一般会計当初予算額

63億8,300万円
　令和 5年度の一般会計当初予算は、人口減少に歯止めをか

ける事業や子育て支援、町民生活に密着した事業などへ優先

的に予算を措置した結果、前年度当初予算額と比較して 1億

6,300 万円（2.6㌫）増の 63 億 8,300 万円となりました。

　今月号では、令和 5年度当初予算についてお知らせします。

会計名 予算額 前年度比

特
別
会
計

工業団地造成事業 8,868 万円 0.0㌫

住宅団地造成事業 632 万円 0.0㌫

後期高齢者医療 １億 589 万円 1.5㌫

国民健康保険
事業勘定 ７億 6,538 万円 2.4㌫

診療施設勘定 ３億 3,855 万円 － 12.3㌫

介護保険 11 億 8,931 万円 0.7㌫

企
業
会
計

水道事業

収益的収支 ２億 6,040 万円 1.3㌫

資本的
収入 １億 4,301 万円 － 7.4㌫

支出 ２億 5,360 万円 － 6.4㌫

下水道事業

収益的収支 ３億 5,487 万円 3.8㌫

資本的
収入 １億 6,094 万円 4.6㌫

支出 ２億 4,752 万円 3.0㌫

表　特別会計および企業会計の当初予算額
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グラフ　一般会計の当初予算額の推移
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一般会計一般会計＝町の基本となる会計で、福祉や土木、教育などの一般的な事業を行う。依存依存
財源財源＝国や県などから交付されるお金。自主財源自主財源＝町が自ら収入できるお金。地方交付地方交付
税税＝一定水準の行政サービスができるように自治体の財政状況に応じて国から交付され
るお金。町債町債＝道路改良や施設整備などを行う際に、その資金として長期的に借り入れ
るお金。また、財源不足を補うため地方交付税の代わりに借りるお金。繰入金繰入金＝基金（積
立金）や特別会計から入るお金。義務的経費義務的経費＝支出が義務的で任意に削減できない経費。
投資的経費投資的経費＝支出の効果が施設などの資産として将来に残るものに支出される経費。公公
債費債費＝借入した町債などの返済に充てるお金。扶助費扶助費＝児童や高齢者、障がい者福祉な
どに要するお金。物件費物件費＝消耗品や光熱水費、委託料などの消費的性質に要するお金。
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 令和 5年度の新たな取り組み（主な新規事業）令和5年度の新たな取り組み（主な新規事業）

■空き家利活用事業
 1,841 万円
　空き家の有効活用と、移住・定住を推進する

ため、町内の空き家を町が借り受け、改修して

から移住者に賃貸する事業を進めます。

■ 特定地域づくり事業
 811 万円
　町内の中小企業者の仕事を組み合わせ、年間

を通じた仕事を創出することで、安定的な雇用

環境と移住者の地域づくり人材を確保するため

の事業を推進します。

■「日本の田舎、西会津町。」ブランド力強化事業
 806 万円
　町のブランド力を強化させ、魅力発信などに

取り組むことにより、町の認知度向上などを目

指した事業を進めます。

■ 自然体験魅力デザイン事業
 605 万円
　交流人口などの拡大を図るため、町のアウト

ドア資源を活用した魅力創出に係る全体構想の

策定を進めます。

未来を拓く未来を拓く
令和５年度令和５年度
当 初 予 算当 初 予 算

歳 入
予 算

依存財源依存財源
75.7㌫75.7㌫

自主財源自主財源
24.3㌫24.3㌫

地方交付税　地方交付税　48.4㌫48.4㌫
30 億 9,039 万円30 億 9,039 万円

町債　町債　8.9㌫8.9㌫
5 億 6,940 万円5億 6,940 万円

県支出金　県支出金　6.7㌫  ４億 2,380 万円6.7㌫  ４億 2,380 万円

国庫支出金　国庫支出金　7.6㌫7.6㌫
４億 8,678 万円４億 8,678 万円

その他　その他　4.1㌫4.1㌫
２億 6,886 万円２億 6,886 万円

町税　町税　9.2㌫  ５億 8,713 万円9.2㌫  ５億 8,713 万円

繰入金　繰入金　7.4㌫  ４億 7,272 万円7.4㌫  ４億 7,272 万円

寄附金　寄附金　3.1㌫  2 億円3.1㌫  2 億円

使用料・手数料　使用料・手数料　2.3㌫2.3㌫
１億 4,745 万円１億 4,745 万円 その他　その他　2.3㌫2.3㌫

１億 3,647 万円１億 3,647 万円

義務的経費義務的経費
37.8㌫37.8㌫

投資的投資的
経費経費
13.2㌫13.2㌫

その他その他
49.0㌫49.0㌫

人件費　人件費　18.2㌫18.2㌫
11 億 6,246 万円11 億 6,246 万円

公債費　公債費　12.9㌫12.9㌫
８億 2,194 万円８億 2,194 万円

扶助費　扶助費　6.7㌫6.7㌫
４億 2,498 万円４億 2,498 万円

普通建設事業費　普通建設事業費　11.0㌫11.0㌫
７億 178 万円７億 178 万円災害復旧事業費　災害復旧事業費　2.2㌫  1 億 3,953 万円2.2㌫  1 億 3,953 万円

物件費　物件費　17.8㌫17.8㌫
11 億 3,870 万円11 億 3,870 万円

補助費等　補助費等　16.5㌫16.5㌫
10 億 5,299 万円10 億 5,299 万円

繰出金　繰出金　8.0㌫8.0㌫
5 億 834 万円5億 834 万円

その他　その他　6.7㌫6.7㌫
4 億 3,228 万円4億 3,228 万円 歳 出

予 算

62
億
２
０
０
０
万
円
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事業名 予算額

【新】出産・子育て応援交付金 300 万円

【新】給食センター給水・給湯管更新事業 2,887 万円

【新】幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業 127 万円

子育て医療費サポート事業（18 歳までの医療費無料化） 1,653 万円

出産祝金など 1,118 万円

地域学校協働本部事業 510 万円

子育てコミュニティ施設運営事業 229 万円

英語教育・異国文化体験事業 176 万円

スポーツ少年団育成補助金 100 万円

事業名 予算額

【拡】農業公社設立準備事業 4,563 万円

【拡】健康な土づくり事業 723 万円

【拡】定住促進助成事業
（移住者や 45 歳以下の方に対する住宅関連補助）

1,000 万円

菌床栽培用ハウス整備事業 6,742 万円

鳥獣被害防止対策事業 1,811 万円

活力ある地域づくり支援事業

（地域づくり団体などへの支援）
300 万円

創業支援・事業承継事業 249 万円

事業名 予算額

【新】人間ドッグ助成事業 180 万円

各種検診事業 1,855 万円

高齢者予防接種事業
（65歳以上の高齢者のインフルエンザ・肺炎球菌ワクチン接種費用の助成）

1,186 万円

新たな健康づくり推進事業 981 万円

敬老祝金 733 万円

集落支援員配置事業 430 万円

食のイメージアップ推進事業 115 万円

事業名 予算額

【新】雪対策基本計画策定事業 200 万円

【新】空き家台帳整備事業 200 万円

【新】町道小杉山線改良工事 710 万円

【新】防災行政無線整備事業（難聴エリア対策） 2,275 万円

町民バス運行事業 1億 46 万円

町道舗装修繕工事 6,000 万円

橋りょう補修工事 6,000 万円

さゆり公園施設長寿命化対策事業 4,950 万円

ケーブルテレビ放送設備更新事業 4,758 万円

防雪柵設置事業 4,500 万円

上水道老朽管更新事業 3,800 万円

消防屯所整備事業 1,861 万円

デジタル戦略推進事業 1,771 万円

事業名 予算額

ふるさと応援寄附金事業 １億 2,984 万円

協働のまちづくり推進事業 378 万円

中心エリア整備構想推進事業 331 万円

【新】… 新規事業　【拡】… 拡充事業

笑顔つながり  夢ふくらむまち  ～ずーっと、西会津～笑顔つながり  夢ふくらむまち  ～ずーっと、西会津～

令和５年度の主な事業令和５年度の主な事業
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▲  親族に見守られ、満 100 歳を迎えた大堀ハナイ
さん（写真前列中央）

▲ 野沢駅で上り列車を出迎える関係者

116 人の園児が笑顔で入園

こゆりこども園 入園式

 4 月 4 日、こゆりこども園の入園式が同園遊戯室で
行われました。 本年度の入園児は、116 人ですが、
新型コロナウイルス感染症拡大予防対策として、今年
初めてこゆりこども園に入園する園児 10 人とその保
護者のみが出席しました。
 式では、一人一人の名前が呼ばれ、園児は「はい」
と元気よく手を挙げて返事をしていました。また、船
橋政広園長が「友達や先生に早く慣れて、元気いっぱ
い遊んでください」とあいさつし、園児たちは目を輝
かせて聞いていました。

長寿を祝い賀寿を贈呈

大堀ハナイさん 満 100歳に

　３月 25 日、大堀ハナイさん（４町内）が満 100
歳の誕生日を迎え、同日にロータスインで賀寿贈呈式
が行われました。式では、大竹享副町長と荒海清隆町
老人クラブ連合会長から賀寿や記念が贈られました。
この日は、ひ孫の皆さんを含む大勢の親族が出席し、
大堀さんの百寿を盛大にお祝いしました。
　大堀さんの長生きの秘訣は、「食事を３食、好き嫌
いなく食べること」だそうです。町内の 100 歳以上
高齢者は、大堀さんを含め 19 人となりました。［令
和５年４月１日現在］

46 人の児童が期待に胸をふくらませ入学

西会津小学校 入学式

　西会津小学校の入学式が 4 月 6 日、西会津中学校
多目的ホールで行われ、本年度は新 1 年生 46 人が元
気に入学しました。
　式では、菅家由紀子校長が「明日から始まる新しい
勉強や運動にチャレンジする気持ちを大事にして、皆
さんの笑顔がいっぱいの西会津小学校になることを楽
しみにしています」とあいさつしました。
　その後、新入生を代表して五十嵐優

ゆづ き

月さんがこれか
ら使う教科書をしっかりとした態度で受け取りまし
た。

27 人の生徒が新たな 1歩を踏み出す

西会津中学校 入学式
　4 月 6 日、西会津中学校多目的ホールにおいて西
会津中学校入学式が行われ、本年度は新たに 27 人
が入学しました。
　式では、園

そのべ つよし

部毅校長が「目標をもって努力するこ
とが皆さんを必ず成長させてくれる」と式辞を述べ
ました。
　式の最後には、新入生を代表し、飯嶋悠さんが「勉
強や部活動、学校行事にも積極的に取り組んでいき
ます」と誓いのことばを述べました。

成りたい自分を目指して 22人が歩み始める

西会津高校 入学式
　西会津高校入学式が 4 月 10 日、同校体育館で行わ
れ、本年度は 22 人の新入生が高校生活をスタートさ
せました。
　式では、渡邉雅彦校長が「成りたい自分を追求し、
未来を主体的に切り開いていける人間に成長していく
ことを期待します」と新入生を激励しました。最後に、
新入生を代表して物江倖

こう き

輝さんが「３年後の自信に満
ち溢れた姿を想像しながら、目標に向かって充実した
高校生活を送りたい」と誓いのことばを述べました。

昨年８月の大雨で被災 不通区間が復旧

ＪＲ磐越西線が全線運転再開

　昨年８月の記録的大雨により運転を見合わせてい
た、ＪＲ磐越西線の山都ー喜多方駅間の復旧工事が完
了し、４月１日より全線で運転が再開されました。
　町では、同日に新津ー野沢駅間の列車内でにしあい
づ観光クルーによる観光パンフレットや大山まんじゅ
うの配布を行い、乗客の皆さんをもてなしました。ま
た、野沢駅では、薄町長やにしあいづ観光交流協会の
清水幹久会長らが上り列車を出迎え、運転再開を祝い
町の観光ＰＲを行いました。
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「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

『君に光射す』
[ 小野寺 史宜  著 ]
 双葉社

『あなたはここにいなくとも』
[ 町田 その子  著 ]
 新潮社

『世界にひとつだけの
 洋服と小物』
[ 吉田 三世  監修 ]
 ワニブックス

『運動しても
 痩せないのはなぜか』
[ ハーマン・ポンツァー  著 ]

草思社

『木挽町のあだ討ち』
[ 永井 紗耶子  著 ]

新潮社

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

　訳あって小学校の教師を

辞め、人と関わることを避

けるため夜勤の警備員に

なった圭斗。巡回中に出会った置き引き未遂の 10歳の

少女が、自分の子供時代と重なり、困っている人を放っ

ておけない優しい性格の圭斗は、つい手を差し伸べてし

まう。

　彼の行動は正しいことなのか、光射す未来は誰に訪れ

るのだろうか。つい頑張りすぎてしまうあなたへ、優し

いエールを送ってくれる物語です。

町民ギャラリー　出ケ原和紙作り講座町民ギャラリー　出ケ原和紙作り講座

作品によせて…

①一
いっ か ん ば り

閑張り
②餅花
③干し柿
④ほおずき飾り ２

３今月は、佐藤カヅ子さん（戸中）の作品です。

出ケ原和紙作り講座に参加

して丸 1 年になります。少

しずつ勉強しながら作品作

りを楽しんでいます。今は

ほおずき飾りを使ったイヤ

リングも作ってみたいなと

考え中。2 年目も楽しみで

す！

4

１

令和５年度  町公民館の講座・教室紹介
　令和 5年度の主な公民館講座や教室を紹介します。詳しい内容

や申込手続きについては、回覧チラシやケーブルテレビなどをご

確認ください。皆さんの参加をお待ちしています。
▶  
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
講
座

▶  

自
然
探
勝
講
座

　
「
束
松
峠
自
然
探
勝
」

講座（教室）名 対象 実施時期（予定） 会場 内容

英会話教室
（こども /一般）

小学3～6年生/
中学生以上

６月～翌年３月 町公民館
日常英会話の学習と国際交流を促進し、
ヒアリングなどを通して英会話を学ぶ。

スポーツ講座 18歳以上 ６月～翌年３月 町公民館など
ニュースポーツなどを通して健康と仲間
づくりを目的に行う。

金融リテラシー向上講座 18歳以上 ５月～翌年２月 町公民館
お金に関する知識を身に付けるための講
座を行う。

自然探勝講座
18歳以上
（人数限定）

６月～１０月 町内、一部町外
西会津町の自然について学習し、自然保
護への理解を深める。

ものづくり講座
18歳以上
（人数限定）

６月～翌年２月 町公民館など 作品を完成させる楽しさを味わう。

オカリナ教室
18歳以上
（人数限定）

７月～１２月 町公民館 オカリナの素敵な音を楽しむ。

出ヶ原和紙作り講座
18歳以上
（人数限定）

５月～翌年３月
出ケ原和紙工房
など

一連の工程を通して和紙作りを体験し、
町の伝統産業である和紙について学ぶ。

女性講座 18歳以上の女性 6月～翌年3月 町公民館など
価値観の多様化する現代社会を、女性として豊

かに過ごすための学習を行う。

はつらつスポーツ講座 ６０歳以上 ６月～翌年３月 町公民館など
カローリング、ボッチャ、グラウンドゴルフな

どのニュースポーツを行う。

出前講座
（申込みは随時受付中）

自治区や老人クラブ
などの団体、グループ

通年
自治区集会所や
町公民館など

団体やグループの要望により、歴史、自然、
文化、スポーツなどの教室を行う。

ｉＰａｄ講座 誰でも参加可能 ６月～翌年２月 町公民館
タブレット端末（ｉＰａｄ）の初歩を学習
する。

にしあいづ物語講座 誰でも参加可能 ６月～翌年３月 町公民館など
地域の民話や文化財など地域の宝をもとにした
「にしあいづ物語 100 選」を題材に講座を行う。

〈申込み・問い合わせ先〉
町公民館　☎４５―３２４４

▶  

に
し
あ
い
づ
物
語
講
座

　
「
大
山
祇
神
社
」

▶  

出
前
講
座

　
「
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
」

▶  

も
の
づ
く
り
講
座　

「
版
画
」

▶  

英
会
話
教
室
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

　

３
月
10
日
か
ら
23
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
令
和
５
年
第
１
回

町
議
会
定
例
会
で
は
、
開
会
に
あ
た
り
空
席
で
あ
っ
た
議
長
を
決
め

る
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
武
藤
道
廣
議
員
を
議
長
に
選
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
本
会
議
で
は
、
条
例
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
や
、
令
和

５
年
度
当
初
予
算
な
ど
議
案
28
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
町
政
の
主

要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
28
件
を
審
議
・
可
決

３
月
町
議
会
定
例
会
報
告

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業 

―
―

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
新
た
に
３

サ
イ
ト
開
設
し
、
合
計
10
サ
イ
ト

と
し
た
ほ
か
、
現
地
ツ
ア
ー
お
よ

び
都
内
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

通
し
て
西
会
津
フ
ァ
ン
づ
く
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

２
月
末
日
現
在
、
７
９
３
６

件
、
１
億
８
６
７
８
万
４
千
円

の
寄
附
額
と
な
っ
て
お
り
、
昨

年
度
と
比
較
す
る
と
７
０
１
件
、

２
９
２
２
万
２
千
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
令
和
４
年
度

の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
２
件
、
２
千
万
円
、
一
般
寄

附
金
は
５
件
、
36
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

令
和
５
年
産
米
の
生
産
量
の
目
安

に
つ
い
て 

―
―

　

令
和
５
年
産
米
に
お
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

落
ち
着
き
、
業
務
用
を
中
心
に
米

の
需
要
が
回
復
し
て
き
た
こ
と
な

ど
か
ら
作
付
面
積
を
基
本
的
に
は

削
減
し
な
い
方
針
が
示
さ
れ
、
町

で
は
、
前
年
の
目
標
面
積
か
ら
１

㌶
減
の
５
２
３
㌶
に
設
定
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
国
の
交
付
金
な

ど
を
活
用
し
た
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
・

菌
床
キ
ノ
コ
な
ど
の
高
収
益
作
物

や
新
規
需
要
米
へ
の
転
換
な
ど
、

可
決
さ
れ
た
議
案

◆ 

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
次
・
専
決
処
分
）
＝

今
冬
の
除
排
雪
経
費
が
不
足
す

る
見
込
み
と
な
っ
た
た
め
増
額

◆ 

町
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例

の
制
定
＝
４
月
か
ら
の
改
正
個

人
情
報
保
護
法
の
施
行
に
伴
い

新
た
な
条
例
を
制
定

◆ 

町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の

制
定
＝
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家

族
が
そ
の
被
害
の
軽
減
や
生
活

の
再
建
を
図
り
、
地
域
で
の
安

全
安
心
な
生
活
の
支
援
を
目
的

と
し
た
新
た
な
条
例
を
制
定

◆ 
町
議
会
議
員
お
よ
び
町
長
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

児童生徒のよりよい学校生活に活用

西会津ライオンズクラブが小中学校に備品を寄贈西会津ライオンズクラブが小中学校に備品を寄贈
　３月 17 日、西会津ライオンズクラブの皆さん

が西会津小学校を訪れ、小学校へワンタッチテ

ントを、中学校には暖房機をそれぞれ寄贈しまし

た。ライオンズクラブでは奉仕団体として青少年

健全育成の支援に力を入れています。寄贈にあた

り、同クラブの髙橋至会長は「少しでも地元の子

どもたちの役に立てればと思い贈らせていただき

ました」とあいさつしました。

温かいご支援ありがとうございます

西会津工業会より寄付をいただきました西会津工業会より寄付をいただきました
　町では、こゆりこども園への支援など町政発展を目的に

西会津工業会より寄付金をいただきました。３月 20 日に

同会の髙橋至会長（写真中央）と渡部正人副会長（写真右）

が町役場を訪れ、薄町長に寄付金を手渡しました。寄付を

受けた町長は「町の子どもたちの健やかな成長と、町の発

展のために大切に活用させていただきます」と感謝の言葉

を述べました。

担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

＝
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
う
所
要
の
改
正

◆ 

町
税
条
例
の
一
部
改
正
＝
地
方

税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正

◆ 

西
会
津
町
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
条

例
の
一
部
改
正
＝
児
童
福
祉
法

の
改
正
に
伴
う
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
設
備
や
運
営
基
準
に
係

る
所
要
の
改
正

◆ 

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
＝
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
額
を
増
額
す
る
た
め
の
改
正

◆ 

町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
＝
道
路
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正

◆ 

町
農
地
等
災
害
復
旧
事
業
分
担

金
徴
収
条
例
の
廃
止
＝
被
災
し

た
農
地
な
ど
の
迅
速
な
復
旧
や

営
農
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
と

す
る
条
例
の
廃
止

◆ 

令
和
４
年
度
補
正
予
算
（
一
般

会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
・
国

民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
特
別

会
計
、
水
道
・
下
水
道
事
業
会

計
）
＝
各
会
計
に
お
い
て
、
補

助
事
業
な
ど
の
事
業
費
確
定
や

既
定
予
算
の
最
終
的
な
整
理
な

ど
を
行
う
補
正

水
田
を
維
持
し
な
が
ら
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
含
め
た
検
討
を
進
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
良
食
味
米
の
産
地

と
し
て
の
強
み
も
生
か
し
、
需
要

に
応
じ
た
米
の
生
産
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

有
害
鳥
獣
解
体
処
理
施
設
の
運
用

開
始 

―
―

　

大
型
獣
の
解
体
処
理
に
要
す
る

捕
獲
員
の
負
担
軽
減
な
ど
を
目
的

に
、
芝
草
地
内
の
町
有
地
で
あ

る
「
旧
野
沢
中
学
校
跡
地
」
に
整

備
を
進
め
て
い
た
解
体
処
理
施
設

は
、
１
月
に
整
備
工
事
が
完
了

し
、
２
月
か
ら
本
格
的
に
運
用
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
今
後
も
衛
生
管
理
を
徹

底
し
な
が
ら
、
解
体
処
理
施
設
の

有
効
活
用
に
取
り
組
む
ほ
か
、
農

作
物
へ
の
被
害
低
減
の
た
め
に
捕

獲
し
た
野
生
鳥
獣
の
解
体
処
理
作

業
の
迅
速
化
お
よ
び
省
力
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
８
日
現
在
に
お
け

る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
件
数
は
、
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
が
19
頭
、
ニ
ホ
ン
ザ

ル
が
48
頭
、
イ
ノ
シ
シ
が
44
頭
と

な
り
、
合
わ
せ
て
１
１
１
頭
を
捕

獲
し
ま
し
た
。

◆ 

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
＝

総
額
63
億
８
３
０
０
万
円
（
対

前
年
度
比
１
億
６
３
０
０
万

円
、
２
・
６
㌫
の
増
）

◆ 

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
次
）
＝
町
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
係
る
予
算
８
千
万
円

を
増
額

◆ 

令
和
５
年
度
特
別
会
計
等
予
算

＝
工
業
団
地
造
成
事
業
・
住
宅

団
地
造
成
事
業
・
後
期
高
齢
者

医
療
・
国
民
健
康
保
険
・
介
護

保
険
特
別
会
計
、
水
道
・
下
水

道
事
業
会
計

◆ 

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
変
更
＝
尾
野

本
、
新
郷
、
奥
川
辺
地
の
計
画

に
お
い
て
、
町
道
の
改
良
舗
装

工
事
や
農
業
公
社
施
設
の
格
納

庫
整
備
な
ど
に
係
る
事
業
債
の

借
入
予
定
額
の
変
更

◆ 

町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
変
更
＝
町
総
合
計
画
・
実
施

計
画
の
調
整
や
令
和
５
年
度
当

初
予
算
編
成
に
合
わ
せ
た
変
更

◆ 

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
へ

の
同
意
＝
五
十
嵐
正
彦
さ
ん

（
西
林
東
）
の
任
命
に
同
意

適正かつ円滑な監査業務の執行に取り組む

町監査委員に小柴敬議員を選任町監査委員に小柴敬議員を選任
　町では、地方自治法の規定に基づき議会議員から選任される「監

査委員」について、町議会より小柴敬議員を選任しました。３月

24 日に町役場で辞令交付式を行い、薄町長が辞令書を手渡しまし

た。なお、任期については前任者の残りの任期を引き継ぐため、令

和５年 6 月 30 日までとなります。

広報にしあいづ　2023・５　│　1011　│　広報にしあいづ　2023・５



町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

令
和
５
年
度
の
町
役
場
の
体
制

町
職
員
の
人
事
異
動
お
よ
び
新
採
用
職
員
の
紹
介

▼
町
民
税
務
課
長
渡
部
栄
二

（
福
祉
介
護
課
長
）▼
福
祉
介
護

課
長
兼
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
長
船

橋
政
広（
福
祉
介
護
課
主
幹
兼
こ

ゆ
り
こ
ど
も
園
長
）▼
建
設
水
道

課
長
佐
藤
広
悦（
建
設
水
道
課
長

補
佐
兼
管
理
係
長﹇
維
持
担
当
﹈）

▼
農
林
振
興
課
主
幹
鈴
木
利
博

（
農
林
委
員
会
事
務
局
次
長
併
農

林
振
興
課
）▼
建
設
水
道
課
主
幹

石
川
和
典（
建
設
水
道
課
長
補
佐

兼
建
設
係
長
）▼
企
画
情
報
課
長

補
佐﹇
デ
ジ
タ
ル
戦
略
室
担
当
﹈

武
藤
洋
一（
国
保
西
会
津
診
療
所

事
務
長
兼
国
保
群
岡
診
療
所
事
務

長﹇
課
長
補
佐
職
﹈）▼
町
民
税
務

課
長
補
佐﹇
収
税
担
当
﹈山
口
隆
志

（
町
民
税
務
課
長
補
佐
兼
税
務
係

長﹇
収
税
担
当
﹈）▼
健
康
増
進
課

長
補
佐
兼
健
康
支
援
係
長
兼
保
健

セ
ン
タ
ー
所
長
橋
谷
田
和
弘（
農

林
振
興
課
長
補
佐
）▼
商
工
観
光

課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
外
島

拓（
商
工
観
光
課
長
補
佐
）▼
農
林

振
興
課
長
補
佐
佐
藤
泰
久（
企
画

情
報
課
長
補
佐﹇
デ
ジ
タ
ル
戦
略

室
担
当
﹈）▼
建
設
水
道
課
長
補
佐

兼
管
理
係
長
佐
藤
栄
作（
生
涯
学

習
課
長
補
佐
）▼
学
校
教
育
課
長

補
佐
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
教

育
総
務
係
長
薄
清
久（
学
校
教
育

課
長
補
佐
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
）▼
福
祉
介
護
課
長
補
佐
兼
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
三
留
昭

生（
福
祉
介
護
課
福
祉
係
長
）▼
農

林
振
興
課
長
補
佐﹇
農
業
公
社
担

当
﹈山
口
則
夫（
農
林
振
興
課
農
政

係
長
）▼
農
業
委
員
会
事
務
局
次

長
併
農
林
振
興
課
齋
藤
賢（
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係
長
）▼
生
涯

学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長

塚
原
一
雄（
建
設
水
道
課
管
理
係

長﹇
事
務
担
当
﹈）▼
奥
川
支
所
長

齋
藤
俊
一
郎（
健
康
増
進
課
健
康

支
援
係
長
）▼
町
民
税
務
課
税
務

係
長﹇
民
税
担
当
﹈佐
藤
美
恵（
学

校
教
育
課
教
育
総
務
係
長
）▼
町

民
税
務
課
税
務
係
長﹇
固
定
資
産

税
担
当
﹈本
田
誠
治（
町
民
税
務

課
税
務
係
長﹇
民
税
・
固
定
資
産

税
担
当
﹈）▼
福
祉
介
護
課
福
祉

係
長
兼
主
任
専
門
保
健
師
齋
藤

美
香（
健
康
増
進
課
保
健
師
長
）

▼
国
保
西
会
津
診
療
所
事
務
長
兼

国
保
群
岡
診
療
所
事
務
長﹇
係
長

職
﹈渡
部
和
徳（
奥
川
支
所
長
）▼

健
康
増
進
課
保
健
師
係
長
二
木
美

津
子（
健
康
増
進
課
保
健
師
長
）

▼
商
工
観
光
課
西
会
津
の
あ
る
暮

ら
し
相
談
室
長﹇
係
長
職
﹈飯
嶋

竜
太（
商
工
観
光
課
地
域
振
興
係

長
）▼
国
保
西
会
津
診
療
所
看
護

係
長
兼
国
保
群
岡
診
療
所
看
護
係

長
長
谷
川
志
穂
理（
国
保
西
会
津

診
療
所
主
任
専
門
准
看
護
師
兼
国

保
群
岡
診
療
所
主
任
専
門
准
看
護

師
）▼
農
林
振
興
課
農
政
係
長
伊

藤
千
佳
子（
農
林
振
興
課
主
任
主

査
）▼
建
設
水
道
課
建
設
係
長
薄

一
茂（
建
設
水
道
課
主
任
主
査
）▼

生
涯
学
習
課
主
任
主
査
伊
藤
雄
一

（
町
民
税
務
課
主
任
主
査
）▼
福

祉
介
護
課
主
査
大
堀
貴
満（
町
民

税
務
課
主
査
）▼
建
設
水
道
課
主

査
長
谷
川
祐
一（
総
務
課
主
査
）▼

商
工
観
光
課
主
査
藤
原
正
人（
建

設
水
道
課
副
主
査
）▼
総
務
課
付

副
主
査
福
島
県
実
務
研
修
生
派

遣
伊
藤
徳
裕（
企
画
情
報
課
副
主

査
）▼
総
務
課
副
主
査
長
谷
川
麻

也（
出
納
室
副
主
査
）▼
福
祉
介
護

課
副
主
査
長
島
翔
平（
商
工
観
光

課
副
主
査
）▼
商
工
観
光
課
副
主

査﹇
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
﹈青
津
京

介（
商
工
観
光
課
副
主
査
）▼
学
校

教
育
課
副
主
査
二
瓶
諒
太（
総
務

課
付
副
主
査
北
塩
原
村
派
遣
）▼

学
校
教
育
課
副
主
査
五
十
嵐
美
優

（
福
祉
介
護
課
副
主
査
）▼
商
工

　

▼
渡
部
峰
明（
町
民
税
務
課

長
）▼
石
川
藤
一
郎（
建
設
水
道
課

長
）▼
野
原
竹
夫（
農
林
振
興
課
主

幹
）▼
鎌
倉
康
裕（
健
康
増
進
課
長

補
佐
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）▼

荒
井
恵
美
子（
国
保
西
会
津
診
療

所
看
護
師
長
）▼
大
場
悠（
福
祉
介

護
課
主
事
）

退
職
【
３
月
31
日
付
】

新
採
用
職
員
の
紹
介

学校教育課付

前田　晋吾

担
当
＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

抱
負
＝
西
会
津
小
学
校
で
先
生
、

子
ど
も
た
ち
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人
事
異
動
【
４
月
１
日
付
】

【
略
歴
】　

日
本
大
学
文
理
学
部

卒
。主
に
会
津
若
松
市
や
喜
多
方

市
内
の
中
学
校
の
教
諭
、教
頭
と

し
て
勤
務
し
た
ほ
か
、平
成
28
年

か
ら
５
年
間
、西
会
津
中
学
校
の

校
長
を
務
め
た
。令
和
３
年
３
月

に
退
職
後
、西
会
津
町
教
育
委
員

会
の
学
校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

務
め
る
。

教
育
委
員
会
教
育
長
の
就
任

【
４
月
１
日
付
】

教
育
委
員
会
教
育
長
の
退
任

【
３
月
31
日
付
】

　

▼
江
添
信
城

平
成
30
年
か
ら
町
教
育
委
員
会

教
育
長
を
務
め
、
教
育
行
政
の
発

展
に
尽
く
し
た
。

　

▼
暫
定
再
任
用﹇
短
時
間
勤

務
﹈商
工
観
光
課
付
参
与
㈱
西
会

津
町
振
興
公
社
派
遣
新
田
新
也
▼

同　

町
民
税
務
課
参
与
成
田
信
幸

▼
同　

農
林
振
興
課
参
与
渡
部
峰

明
▼
同　

企
画
情
報
課
付
参
与
西

会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
派
遣
石
川

藤
一
郎
▼
同　

健
康
増
進
課
主
任

保
健
師
田
崎
美
記
子
▼
同　

国
保

西
会
津
診
療
所
主
任
臨
床
検
査
技

師
成
田
美
和
▼
同　

国
保
西
会
津

診
療
所
主
任
看
護
師
兼
国
保
群
岡

診
療
所
主
任
看
護
師
荒
井
恵
美
子

▼
同　

国
保
西
会
津
診
療
所
主
任

准
看
護
師
兼
国
保
群
岡
診
療
所
主

任
准
看
護
師
矢
部
正
子

※（　

）内
は
旧
任

観
光
課
副
主
査
秦
渉
吾（
企
画
情

報
課
主
事
）▼
総
務
課
付
主
事
磐

梯
町
派
遣
植
木
大
翔（
農
林
振
興

課
主
事
）▼
企
画
情
報
課
主
事
小

林
卓
弘（
総
務
課
主
事
）▼
企
画
情

報
課
主
事
伊
藤
悠
花（
学
校
教
育

課
主
事
）▼
町
民
税
務
課
主
事
黒

河
内
義
晴（
福
祉
介
護
課
主
事
）▼

農
林
振
興
課
主
事
三
瓶
拓
也（
建

設
水
道
課
主
事
）▼
出
納
室
主
事

神
田
陽
萌（
町
民
税
務
課
主
事
）

人
事
交
流
職
員

農林振興課 主査

飯田　優貴

◎
猪
苗
代
町
よ
り
派
遣

抱
負
＝
私
の
仕
事
ス
タ
イ
ル
は
現

場
第
一
！
西
会
津
町
で
も
変
わ
ら

ず
現
場
第
一
で
町
民
の
皆
さ
ん
に

寄
り
添
っ
た
仕
事
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
２
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
新
隊
員

▼
福
祉
介
護
課
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

渓

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
建
設
水
道
課
主
事

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

颯
太

抱
負
＝
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
西
会

津
町
で
働
け
る
こ
と
を
誇
り
に
思

い
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
合

い
な
が
ら
立
派
な
社
会
人
に
な
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
総
務
課
主
事

　
　
　
　
　
　
　

紫
藤　

大
地

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
生
ま

れ
育
っ
た
愛
着
の
あ
る
西
会
津
町

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
公

務
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
町
民
税
務
課
主
事

　
　
　
　
　

雅
楽
川　

由
梨

抱
負
＝
町
の
発
展
と
町
民
の
皆
さ

ん
を
第
一
に
考
え
、
信
頼
さ
れ
る

職
員
と
な
れ
る
よ
う
公
務
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

▼
商
工
観
光
課
主
事　

　
　
　
　
　
　
　

貝
沼　

翔
子

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
が
生
き
生

き
と
生
活
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
西

会
津
町
に
な
る
よ
う
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。

福祉介護課 主事福祉介護課 主事

 齋藤 齋藤 渓渓
けいけい

建設水道課 主事建設水道課 主事

鈴木 鈴木 颯颯
そ う たそ う た

太太

商工観光課 主事商工観光課 主事

 貝沼 貝沼 翔翔
しょうこしょうこ

子子
 町民税務課 主事町民税務課 主事

 雅楽川 雅楽川 由由
ゆ りゆ り

梨梨

 総総務務課 主事課 主事

 紫藤 紫藤 大大
だい ちだ い ち

地地

教育委員会教育長

五十嵐　正彦
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

“さすけねぇわ（輪）”の健康づくりを普及・推進推進

健康オモシロ座談会が活動終了健康オモシロ座談会が活動終了
　町では、令和２年度に町健康増進計画（第２期）

を策定し、「からだ」「こころ」「つながり」の３つ

の健康づくりからなる「さすけねぇわ（輪）」の健

康づくりを推進しています。本計画の策定委員会

は、計画策定後に「健康オモシロ座談会」として健

康づくりを広める活動を行ってきました。

　本座談会の活動は令和４年度に一旦終了となるた

め、町が健康づくりの指導を受けている地域包括ケ

町長コラム その 32
　

令
和
５
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
ヶ
月
が
経
過
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
５
月
８
日
か
ら
感
染
症
法
上

の
２
類
か
ら
５
類
に
見
直
さ
れ
る
。
よ
う
や
く
通
常
の
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
な
る
が
、
基
本
的
な
マ
ス
ク

の
着
用
や
手
指
消
毒
な
ど
の
感
染
防
止
対
策
は
当
面
続
け
た

方
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
…

　

町
は
こ
の
３
年
間
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
最
重
要
事
項
と
し
て

様
々
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
お
か
げ
で
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
で
少
し
足
踏
み
し
て
い
た
重
点
事
業
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
実
現
化

に
向
け
て
各
方
面
に
働
き
か
け
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

特
に
本
年
度
は
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
（
農
地
）

を
守
る
た
め
及
び
農
家
を
支
援
す
る
「
農
業
公
社
（
仮
称
）」

の
設
立
。
人
口
減
少
に
よ
り
、
繁
忙
期
に
お
け
る
人
手
不
足

の
解
消
や
、
若
者
の
地
元
定
着
と
移
住
促
進
を
図
る
た
め
、

地
域
内
の
仕
事
を
組
み
合
わ
せ
年
間
を
通
し
て
仕
事
を
創
出

す
る
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
」
の
設
立
。
西
会

津
産
米
や
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
増

額
、
地
方
移
住
の
候
補
地
と
し
て
首
都
圏
に
町
の
魅
力
を
広

く
発
信
し
、
町
に
人
の
流
れ
と
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、「
日
本
の
田
舎
、
西
会
津
町
。」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

西
会
津
町
長

新たに 11人の教職員が着任

令和５年度教職員着任式令和５年度教職員着任式
　令和５年度教職員着任式が４月３日、町役場大会議

室で行われました。式では、着任した教職員の紹介が

行われ、西会津中学校に着任した園部毅校長（右写真）

が代表してあいさつしました。

　なお、令和４年度の離任および令和５年度の着任し

た教職員は次のとおりです。（敬称略）

◆令和４年度離任教職員　※（　）内は新任校
西会津小＝若林勉（会津若松市立荒舘小学校）、山

形美幸（三春町立三春小学校）、石森智佳（白河市立

小田川小学校）、齋藤大希（相馬市立桜丘小学校）、土

田菜央（退職）

西会津中＝佐藤崇史（郡山市教育委員会）、黒田綾
子（福島県立喜多方高校）、新妻正子（いわき市立中

央台南小学校）、岩沢慎二（会津美里町立高田中学校）

◆令和５年度着任教職員　※（　）内は前任校
西会津小＝奥仁（会津若松市立謹教小学校）、

小島律子（会津若松市立小金井小学校）、泉光祐

（いわき市立勿来第二小学校）、阿部洋晃（郡山市

立桃見台小学校）、小磯智史（新採用）、木戸桜和

（新採用）

西会津中＝園部毅（郡山市教育委員会）、内海
淳（会津坂下町立坂下中学校）、土田桃歌（南相

馬市立原町第二小学校）、佐藤幸子（喜多方市立

山都中学校）、西尾佳那（非常勤講師採用）

お気軽に相談ください

春の行政相談・人権相談を行います春の行政相談・人権相談を行います
　毎年５月は「福島さわやか行政相談キャンペー

ン」期間です。町では、次の日程で特設行政相談

所を開設し、役所や特殊法人などの仕事に対する

苦情や意見、要望の相談に応じます。併せて、さ

まざまな人権問題に関する相談に応じる特設人権

相談所も開設します。相談は無料で、秘密は固く

守られます。気軽に相談ください。

◆行政相談員
田崎　宗作さん（小杉山）

◆人権相談員
長谷川　成博さん（梨平）
貝沼　利則さん（呼賀）
長澤　文子さん（芝草）

◆開催日時・会場（６月１日は人権相談のみ）
５月 10 日（水）

　　午前９時 30 分～正午　新郷連絡所

　　午後１時～３時 30 分　奥川みらい交流館

５月 11 日（木）
　　午前９時 30 分～正午　保健センター

　　午後１時～午後３時 30 分　町役場

　　　　　　　　　　　　　　（第１委員会室）

６月１日（木）
　　午前 10 時～午後３時　町公民館

◆行政相談員の委嘱（再任）について
　総務省では、西会津町を担当する行政相談員として

田崎宗作さん（小杉山）を委嘱しました。委員の任期

は令和５年４月１日から２年間です。

〈問い合わせ先〉
（行政相談）総務課 行政管理係　☎ 45―2211
（人権相談）町民税務課 町民生活係　☎ 45―2215

農作物の凍霜害に注意しましょう

防霜対策本部を設置しました防霜対策本部を設置しました
　町では、４月３日に農作物の凍霜害を未然に防ぐことを目的

とした防霜対策本部を設置しました。設置期間は、同日から６

月２日までです。今後は、霜注意報などの対策本部より出され

る情報に注意し、農作物の十分な管理を行ってください。

〈問い合わせ先〉　農林振興課　農政係　☎４５―４５３１

ア研究所の大曽根衛さんと奥知久医師と共に令和２年度からの活動を振り返りました。参加した皆さんは、活

動を振り返り、活動終了後も個人で取り組んでいく目標を考え、お互いに発表し合いました。
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◆
に
し
あ
い
づ
ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド

　

平
日
・
午
後
６
時
30
分
〜
ほ
か

    

町
の
取
り
組
み
や
お
知
ら
せ
、

地
域
の
話
題
や
学
校
行
事
、
各
種

団
体
の
活
動
な
ど
身
近
な
話
題
を

お
伝
え
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

５
月
の
放
送
案
内

お知らせ
INFORMATION

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

１

固
定
資
産
税
に

関
す
る
お
知
ら
せ

　

令
和
５
年
度
か
ら
、
各
税
目
間

に
お
け
る
納
期
限
の
平
準
化
を
図

る
た
め
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

左
記
の
と
お
り
納
期
限
な
ど
を
変

更
し
ま
す
。

◆
納
付
書
の
発
送
時
期

　

５
月
中
旬
頃

◆
第
１
期
・
前
納
分
の
納
期
限

　

５
月
31
日
（
水
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

税
務
係

　

☎
45
―
２
２
１
２

　

毎
年
、
小
型
・
大
型
特
殊
自
動

車
（
農
耕
作
業
車
）
の
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
死
亡
事
故

で
一
番
多
い
の
は
、
乗
用
ト
ラ
ク

タ
ー
の
転
倒
事
故
で
す
。

　

農
耕
作
業
車
を
運
転
す
る
際
は

次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
安
全
キ
ャ
ブ
・
安
全
フ
レ
ー
ム

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

◎
車
両
点
検
・
修
理
を
し
て
か
ら

作
業
し
ま
し
ょ
う
。

◎
危
険
箇
所
を
確
認
し
、
注
意
標

識
な
ど
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

◎
慌
て
ず
、
焦
ら
ず
、
気
を
抜
か

ず
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に

ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
の
ア
タ
ッ
チ
メ

ン
ト
を
装
着
す
る
場
合
、
車
幅
を

よ
く
確
認
し
、
対
向
車
と
の
接
触

事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
装
着
し
た
ま
ま
路
上
を

走
行
す
る
場
合
は
ロ
ー
タ
リ
ー
を

停
止
さ
せ
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

農
作
業
中
の

事
故
に
注
意

　

冬
が
明
け
、
ク
マ
が
エ
サ
を
求

め
て
活
発
に
活
動
す
る
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
本
年
度
は
ク
マ
の
出

没
が
多
く
な
る
と
予
測
さ
れ
ま

す
。
未
利
用
果
樹
木
の
枝
払
い
や

伐
採
、
生
ご
み
や
収
穫
し
な
い
農

作
物
の
適
切
な

処
分
を
行
い
、

ク
マ
な
ど
の
鳥

獣
を
寄
せ
に
く

い
環
境
作
り
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
ク
マ
の
出
没
状
況
を
確
認
し
て

か
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
も
し

ク
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、
大

声
を
上
げ
た
り
背
中
を
向
け
て

逃
げ
た
り
せ
ず
、
落
ち
着
い
て

行
動
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ク
マ
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
大

き
な
音
が
出
る
も
の
を
身
に
着

け
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
早
朝
や
夕
方
、
悪
天
候
の
日
は

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
子
グ
マ
を
見
か
け
た
ら
引
き
返

し
ま
し
ょ
う
。
親
グ
マ
が
近
く

に
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ク
マ
に
注
意

◎
通
い
慣
れ
た
里
山
で
も
、
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
山
菜
採
り
は
周
囲
を
確
認
し
な

が
ら
行
い
、
ク
マ
の
足
跡
や
フ

ン
を
見
つ
け
た
ら
引
き
返
し
ま

し
ょ
う
。

※
ク
マ
を
見
か
け
た
場
合
は
、
時

間
や
場
所
、
頭
数
な
ど
の
連
絡

を
農
林
振
興
課
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

町
内
に
設
置
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
器
の
一
部
が
検
定
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
５
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
、
町
の
委
託
事
業
者

が
メ
ー
タ
ー
器
の
交
換
作
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
家
宅
に
訪
問
し
、

敷
地
内
で
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
願
い

〇
交
換
作
業
中
は
５
〜
10
分
程
度

の
断
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

〇
作
業
期
間
中
は
メ
ー
タ
ー
器
周

辺
に
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
タ
ー
器
の
交
換
作
業
を
行

う
事
業
者
は
、
腕
章
を
付
け
て

作
業
を
行
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課

　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の

交
換
作
業
を

実
施
し
ま
す

　町では、子どもたちの英語力向上と
主体的な学びを応援します！補助を活
用して、英語検定にチャレンジしてみ
ませんか？
　詳細は下記担当に問い合わせるか、
町ホームページで確認してください。

〈申請・問い合わせ先〉
　学校教育課　学校支援係

　☎４５―２２１６

◆対象者
　○西会津小（５～６年）・中学校の児童生徒

　○ 町内在住で、町外の中学校に通学している

生徒

　○町内在住の高校生

◆補助金の交付額
　日本英語検定協会が定める検定料を全額補助

します（申請は年度ごとに１回まで）。

【参考：団体のみ・準会場の検定料】
２級　6,300 円　　 準２級　5,600 円

３級　4,600 円　　 　４級　2,800 円

５級　2,400 円　　 　

◆申請時に必要な書類
　○ 西会津町英語検定料補助金交付申請（請求）書

兼実績報告書

　○ 試験結果通知の写し（受験者と級が分かる部分）

　※ 西会津小・中学校の児童生徒は、申込み時に受

け取る領収書でも可。

◆申請の流れ
　①英語検定を受験（申込みは各自）

　② 交付申請書と添付書類を以下の提出先へ提出

　　・西会津小・中学校の児童生徒…各学校

　　・上記以外の申請者…町教育委員会学校教育課

　③町より指定した口座へ補助金の振込み

小・中・高校生の皆さんへ

英語検定料補助英語検定料補助
のお知らせ

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

　

◀
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

◀
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

５月５日から 11 日は５月５日から 11 日は

「児童福祉週間」「児童福祉週間」
　厚生労働省では、子どもや家庭、

子どもの健やかな成長について国民

全体で考えることを目的に、毎年５

月５日の「こどもの日」から１週間

を「児童福祉週間」と定めています。

　毎年募集している児童福祉週間標

語は、元気で頑張る子どもたちへの

応援や未来へのメッセージをテーマ

としています。

◆令和５年度児童福祉週間標語◆令和５年度児童福祉週間標語
　「小さなて  みんなではぐくみ

 育ててく」

新型コロナウイルスワクチン接種 情報新型コロナウイルスワクチン接種 情報
　令和５年度新型コロナウイルスオミクロン株対応ワ

クチン（２価ワクチン）の町の集団接種が５月 22 日

から始まります。対象者は、65 歳以上の人や基礎疾

患など重症化リスクの高い人、医療従事者などです。

なお、詳細は事前に配布したチラシや町ホームページ

で確認してください。

　また、初回接種（１回目・２回目）が済んでいない

人で接種を希望する場合は、接種日程を調整しますの

で、町新型コロナウイルスワクチン接種相談窓口へご

相談ください。

〈問い合わせ先〉〈問い合わせ先〉
　町新型コロナウイルス

　ワクチン接種相談窓口

　☎４５―２２６９

自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
31
日

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
の
福
祉
の
増
進
、
教
育
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
る
大
切
な
税
金

で
す
。
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
発
付
日

　

５
月
８
日
（
月
）

◆
納
期
限

　

５
月
31
日
（
水
）
ま
で

◆
注
意
点

　

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
（
割

賦
販
売
に
よ
る
購
入
の
場
合
は
使

用
者
）に
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

郵
便
局
に
よ
る
「
配
達
日
数
の
繰

り
下
げ
」「
土
曜
日
の
配
達
休
止
」

な
ど
の
影
響
に
よ
り
納
税
通
知
書

が
お
手
元
に
届
く
ま
で
10
日
程
度

要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
納
付
の
場
所
・
方
法

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
現
金
納
付

の
ほ
か
、
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ

ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
な
ど
に
よ
る
納
付
、
各
種
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
が
利

用
で
き
ま
す
。

※
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
に

よ
る
納
付
の
場
合
、
領
収
書
及

び
納
税
証
明
書
は
発
行
さ
れ
ま

せ
ん
。
必
要
な
場
合
は
県
税
部

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
会
津
地
方
振
興
局　

県
税
部

　

課
税
第
二
課

　

☎
０
２
４
２
―
29
―
５
２
６
１

　

福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス
の
公
式

戦
が
、
今
年
も
さ
ゆ
り
公
園
福
島

レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス
西
会
津
球
場
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時

　

５
月
５
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜　

開
場

　

午
後
１
時
〜　

試
合
開
始
予
定

◆
対
戦
相
手

　

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｃ

〈
前
売
券
販
売
〉

　

イ
ー
プ
ラ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
商
工
観
光
課

商
工
観
光
係
☎
45
―
２
２
１
３

福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス

公
式
戦
を
開
催
！

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動

５月11日（木）～20日（土）の10日間
20日（土）は交通事故死ゼロを目指す日

◆運動スローガン
　「自転車に  乗るなら必ず  ヘルメット」

◆年間スローガン
　「わたります  止まるやさしさ  ありがとう」

◆運動の重点
① 子どもをはじめとする歩行者の安全確保

② 横断歩行者事故の防止と安全運転意識の向上

③ 自転車のヘルメット着用と交通ルール遵守の

徹底

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

借
金
な
ど
に

関
す
る
相
談
窓
口

　

財
務
省
東
北
財
務
局
福
島
財
務

事
務
所
で
は
、
借
金
を
抱
え
て
悩

ん
で
い
る
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
借
金
問
題
は
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
で
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
、
相
談
は
無
料

で
す
。
１
人
で
悩

ま
ず
、
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
例

○
返
済
し
き
れ
な
い
借
金
に
関
す

る
こ
と

○
貸
金
業
者
や
、
い
わ
ゆ
る
「
ヤ

ミ
金
融
」
に
関
す
る
情
報

○
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預
貯

金
口
座
に
関
す
る
こ
と

◆
相
談
受
付
時
間
（
平
日
の
み
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

〈
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

☎
０
２
４
―
５
３
３
―
０
０
６
４

（
多
重
債
務
者
相
談
窓
口
専
用
）

 配食サービスが新しくなりました！
　町では、65 歳以上のひとり暮らし高齢者や身
体障がい者など、疾病や障がいを理由に食事の
調理が困難な人を対象に、週１回、高齢者の栄
養バランスに配慮した配食弁当を提供していま
す。
　利用するには申請が必要です。詳細は町役場
福祉介護課まで気軽に問い合わせください。

◆提供について
　毎週木曜日の夕食分を午後２時から５時の間にボ

ランティアまたは配達員が自宅に配達します。

※配達ボランティアを随時募集しています。

◆利用料
　１食当たり３５０円

◆弁当について
　これまでは町外の業者が弁当を作っていました

が、今年４月からは町内 3 店舗の飲食店が弁当を

作ります。高齢者向けの体に優しく、おいしい弁当

を週替わりで楽しめます。

〈申込・問い合わせ先〉〈申込・問い合わせ先〉
福祉介護課　福祉係　☎４５―２２１４福祉介護課　福祉係　☎４５―２２１４

ついて
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今月の「集落支援だより」に関する問い合わせは、企画情報課・企画政策係まで（☎ 45-4536）「わたしの、あなたの “さすけねぇ輪っ！ ”」に関する問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

集落支援だよりわたしの、わたしの、あなたの“さすけねぇ あなたの“さすけねぇ 輪輪
わわ

 っ！” っ！”

春の知らせ（小屋集落のかたくり群生地）

黒沢集落での活動

補助事業を活用した活動の様子

春
を
迎
え
て

　

町
も
す
っ
か
り
暖
か
な
春
の
空

気
に
包
ま
れ
、
過
ご
し
や
す
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
冬

は
、
大
雪
が
数
回
あ
っ
た
も
の

の
、
例
年
に
比
べ
る
と
雪
の
量
は

少
な
い
年
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

春
が
近
づ
く
と
、
野
沢
や
尾
野

本
、
群
岡
地
区
の
担
当
と
な
っ
て

か
ら
早
く
も
１
年
が
過
ぎ
た
実
感

が
湧
い
て
き
ま
す
。
昨
年
は
、
集

落
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
に
自

事
業
書
類
の
作
成

　

年
度
末
は
、
各
自
治
区
で
も
総

会
が
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の
活
動

の
締
め
く
く
り
が
行
わ
れ
た
と
思

い
ま
す
。
私
も
こ
の
時
期
は
１
年

間
の
事
業
書
類
を
ま
と
め
、
報
告

書
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
集
落
支
援
だ
よ
り

で
お
知
ら
せ
し
て
き
た
町
外
と
の

交
流
や
中
町
集
落
の
屋
号
看
板
設

置
の
取
り
組
み
は
、
県
の
補
助
金

血圧を適正に保って腎臓をいたわろう血圧を適正に保って腎臓をいたわろう

佐々木  綸
いと

ちゃん

（４町内）

むす
しご
歯い
のな
な！
い
子

　

３
月
９
日
、
３
歳
児
２
人

を
対
象
に
健
康
診
査
を
行
っ

た
結
果
、
１
人
に
む
し
歯
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

治
区
へ
の
訪
問
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
年
度
途
中
か
ら

は
、
サ
ロ
ン
や
集
落
行
事
な
ど
で

集
落
に
顔
を
出
す
機
会
も
増
え
、

少
し
ず
つ
顔
や
名
前
を
覚
え
て
も

ら
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
地
域

行
事
へ
参
加
し
て
集
落
の
皆
さ
ん

に
快
く
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
こ

と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

し
か
し
、
担
当
エ
リ
ア
の
全
自

治
区
を
回
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま

だ
ま
だ
私
の
活
動
を
知
ら
な
い
人

も
多
く
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
令
和
５
年
度
も
集
落
の

意
向
を
聞
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　腎臓は、血液のろ過や血圧の調節をしている大事な臓器です。普段は腎臓が血圧の力を借りて塩分を尿

に出し、バランスを取っていますが、普通の血圧で出しきれないほど塩分を取ると血圧が上がります。塩

健康増進課 健康支援係

物
もの

永
なが

葉
よう

子
こ

  主任専門管理栄養士

皆さんこんにちは！

地域おこし協力隊の渡辺です。

今月の集落支援だよりでは、令和４年度

の振り返りや今後の活動についてお届け

します。
地域おこし協力隊　集落支援担当地域おこし協力隊　集落支援担当

渡渡
わたわた

辺辺
なべなべ

    貴貴
たかたか

洋洋
ひろひろ

 隊員隊員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
最
終
年
度

　

令
和
５
年
度
で
私
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
任
期
が
満
了
と
な
り

ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
３
年
と

や
委
託
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。
事
業
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
集
落
や
町
外
か
ら
来

る
人
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
、
継
続
し
た
関
係
性
の
構

築
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

集
落
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
る

活
動
の
中
で
、
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら

事
務
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
集
落
で
の
困
り

ご
と
や
支
援
な
ど
に
つ
い
て
は
、

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

い
う
限
ら
れ
た
期
間
で
の
活
動
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
任
期
を

延
長
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
集

落
に
顔
を
出
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
活
動
が
で
き
れ
ば
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、野
沢
・

尾
野
本
・
群
岡
地
区
を
中
心
に
担

当
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

分を沢山取っている限り、血圧は高いままとなってしまうのです。血圧が高い状

態が続くと腎臓の細胞が壊れて働かなくなり、さらに血圧が上がるという悪循環

におちいってしまいます。高血圧は自覚症状がありませんが、脳卒中や心臓病、

腎臓病、認知症の発生率が高くなります。血圧を軽く考

えず、適正に保つことが大事です。

　町では、令和３年度に健診で 40 歳から 74 歳の
国保加入者を対象に、１日当たりの推定食塩摂取量
（尿中）を測定し、健診結果説明会で説明しました。
　翌年に再度測定した結果、平均値が令和３年度の
「男性 9.8㌘、女性 9.5㌘」から、令和４年度は「男
性 9.5㌘、女性 9.4㌘」に若干減少しました。しかし、
目標は男性 7.5㌘未満、女性 6.5㌘未満です。目標
を達成している人の割合は男性 19.9㌫、女性 6.3㌫
しかいませんでした。

推定食塩摂取量の目標値達成者数
（単位：人）

男性

8484

（19.9％）（19.9％）

■ 7.5㌘未満　■ 7.5㌘以上

339339

女性

■ 6.5㌘未満　■ 6.5㌘以上

345345

2323

（6.3％）（6.3％）

おいしい適塩生活を！

　急に減塩しても長続きしないようでは意味がありま

せん。また、今は血圧が高くない人も腎臓の働きを保

つため、家族ぐるみで減塩に取り組むことも大切で

す。少しずつ慣れておいしく続けましょう。

◆おすすめレシピ
「レタスのごまのりナムル」
【材料（２人分）】
　・レタス２枚（100g）

　・ごま油大さじ 1/2、

減塩・適塩の対応できます！

町では、健康づくりや食育推進に協力できる事

業所などを「さすけねぇ輪にしあいづ食育応援

団」として認証しています。これは、県の「うつ

くしま健康応援店」と連動しており、健康に配慮

した食事の提供や健康・栄養に関する情報発信な

どの取り組みを通して、県民の健康づくりに貢献

する施設です。

◆さすけねぇ輪にしあいづ食育応援団（敬称略）
　キノコハウス・縁側カフェ、諏訪の森Ｃａｆｅ、

えちご家、観音茶屋、洋食堂Ｋ、セブンイレブン

西会津野沢店、同気食堂、酔月、伊勢屋商店

　・Ａ（酢小さじ１、

　　しょうゆ小さじ 1/2、砂糖小さじ 1/2、塩少々）

　・焼きのり１枚

　・いりごま大さじ１

【作り方】
　 　ボールにちぎったレタスとごま油を入れてよく混

ぜる。Ａを加えて混ぜ合わせる。のりをちぎって加

え、ごまも加えてあえる。

【出典】
　『目指せ塩分マイナス２ｇ かんたん！減塩めし』

　料理：本田よう一　女子栄養大学出版部
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◆私の夢――

　  　私の将来の夢は、社会科の先生になること

です。中学校の社会の授業は小学校よりも内

容が濃くなり、学んだ知識が結びついて楽し

いと感じるようになりました。また理解を深

めるために考えたりすることもとても楽しい

ので、さまざまな教科の授業でも積極的に取

り組みたいです。

◆努力していること――

  　知識だけあっても相手には伝わらないの

で、相手に分かりやすく伝わる表現を普段の

会話から心がけています。

◆未来の自分に一言――

  　笑顔を忘れず、明るくがんばってください。

［ 西会津中 3年・生活委員 委員長 ］

五
ご ね い

寧  日
ひ な た

南 さん

聞いて！わたしのわたしの夢夢

■ まちの人口

　　　　　４月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　５，６３８人　　 （－３１人）

男 　 　２，７５５人　　 （－１６人）

女 　 　２，８８３人　　 （－１５人）

世　帯　 　２，５２６世帯　　 （±　０世帯）

■ お誕生おめでとう

目黒　蒼
そ ら

空くん　　新太朗・桃　　　　牛尾

坂井　璃
り ま

茉ちゃん　康司・有紀子　　　安座

小川　愛
あし ゃ

紗ちゃん　ウィック・美農里　安座

■ お悔やみ申し上げます

小野﨑　秀夫（76）　　　　　　　８町内

山本　敬子　（89）　善一 母 　牧

清野　憲一　（78）　憲宏 父 　下小島

佐藤　ミサコ（71）　 勉 母 　上小島

渡部　貫一　（92）　真弓 父 　黒沢

齋藤　久子    （88）　仁義 母 　上野尻

土田　ハツ子（92）　修一 母 　上野尻

薄　ヨシ子　（99）　英城 母 　新村

井上　雪子　（94）　和民 母 　新町

矢部　新治　（91）　文男　 父 　中ノ沢

佐久間　京子（85）　良則 母 　中町

戸籍の窓口   
（3月受付分）

塚原  慶一 さん［下野尻］ 

　先行き不透明な経済

状況ですが、お互い頑

張りましょう。

武藤 剛 さん（4月号）
からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

　以前は、モータースポーツに

取り組んでおり、トロフィーや

メダル、東北選手権シリーズで

の３位の成績など、数々の表彰

品を手にしてきましたが古い栄

光に執着することはせず、捨て

てしまいました。

◆趣味は？

　車

◆特技は？

　ビール瓶の栓を指で曲げられ

ること

◆熱中していることは？

　お米作りにこだわっています

◆自分を一言で表現すると？

　前向きで楽天的

◆あなたのモットーは？

　案ずることは無いなんとかな

るさ ( 一休僧侶が最後に残した

言葉 )

◆最近感動したことは？

　AI 技術の発展には、驚かさ

れるばかりです

◆これからやってみたいことは？

・モータースポーツの再開　

・荒れた畑を菜の花で黄色一面

にする

・農業での事業

◆次の方を紹介してください

　Ｔ・Ｈさん

片岡 美菜 隊員
 ２０２０年８月に会津の素材を
活かした鞄作りをするため西会津
町に移住。地域おこし協力隊とし
てやまあみ鞄製作所を設立し活動
している。

              

出
産
し
て
戻
っ
て
き
ま
し
た
！

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
昨
年
の
９
月
に
男
の
子
を
出
産
し

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
神
奈
川
県
の
実
家
に
帰
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
年
の
１
月
か
ら
は
協
力
隊
の
業
務
に
復
帰
し
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
を
抱
っ
こ
し
て
歩
い
て
い
る
と
す
れ
違
う
方
が
声

を
か
け
て
く
れ
る
の
が
、
と
て
も
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
は
４
月
か
ら
こ
ど
も
園
に
入
園
し
ま
し

た
。
西
会
津
町
の
子
育
て
支
援
制
度
の
充
実
ぶ
り
に
、
地
元

で
同
じ
時
期
に
出
産
し
た
友
人
と
の
差
を
感
じ
、
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
お
仕
事
の
方
は
変
わ
ら
ず
猟
師
さ
ん
に
害
獣
の
皮

を
い
た
だ
い
た
り
ヒ
ロ
ロ
細
工
の
練
習
を
し
た
り
鞄
の
素
材

に
な
る
よ
う
な
も
の
を
集
め
て
い
ま
す
。
今
年
中
に
は
そ
う

い
っ
た
素
材
を
活
か
し
た
鞄
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
る
べ
く

日
々
鞄
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
子
育
て
に
奮
闘
す
る
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す

が
、
親
子
と
も
ど
も
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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現在の蝦夷神社現在の蝦夷神社

坂内利三郎が奉納した社額坂内利三郎が奉納した社額

面倉面倉

至 三島町至 三島町

蝦夷神社蝦夷神社

国道400号国道400号

黒
沢

至 野沢至 野沢

　「蝦夷神社」。この名前を聞いたことがある人はなかなかいな

いと思います。それもそのはず、図書館で全国の神社を調べて

みましたが、今のところ、２カ所しかその存在を確認できませ

んでした。その１つが黒沢自治区にあります。

　黒沢の蝦夷神社については、古文書『野沢郷毎村委記』に祭

神は日
やまとたけるのみこと

本武尊、「黒沢村　蝦夷大権現ノ祠有リ、是ハ源義経公

ヲ祭ル相伝ニテ曰ク、義経公ノ臣某、文治ノ頃（1185 ～

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その73その73

広報にしあいづ №775 令和５年５月号
発行／福島県西会津町 　編集／企画情報課 　TEL 0241-45-2211（代表）
ホームページ　https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/

この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
の
表
紙
は
、
３
月
25
日
に

満
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
た
大
堀
ハ
ナ
イ
さ
ん
と
そ
の
ご

家
族
。
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
に
は

に
か
む
ハ
ナ
イ
さ
ん
の
表
情
が
素

敵
で
す
。（
７
㌻
に
関
連
記
事
）
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こ
の
た
び
、
４
月
の
人
事
異
動

に
よ
り
新
た
に
「
広
報
に
し
あ
い

づ
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
初
め
て
の
異
動
、
初
め
て

の
仕
事
内
容
に
ま
だ
ま
だ
戸
惑
う

こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
周
り
の
先

輩
方
に
助
け
て
い
た
だ
い
て
５
月

号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
取
材
を
通
し
て
、
西
会
津
町

の
素
敵
な
ひ
と
、
も
の
、
場
所
を

町
内
外
の
皆
さ
ん
へ
発
信
し
て
い

け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
１
年

間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

広
報
広
聴
係　

伊
藤　

悠
花
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集  

後   

記

今  

月 

の  

表  

紙

1190 年）此ノ所ニ忍漂泊メ暫蟄居ス此ノ人祭ヤ」と記されています。

源義経は兄の頼朝から追われる身となり、一行は二手に分かれ平泉を

目指しました。その中の家来・鈴木三郎重家は一足遅れで西方街道の

杉峠を越え、黒沢の蝦夷大権現にて、義経と家来の安全と武運を祈願

文：樽井  清市

し、義経拝領の刀を祀ったとされています。文治５年（1189）、藤原

泰
やす

衡
ひら

は頼朝の再三の圧力に耐えかね、義経を襲い自害に追いやると、

鈴木三郎重家は再び黒沢の地を訪れ、亀井六郎とともに蝦夷大権現に

義経を祀りました。

　また、黒沢の鉱山開発に貢献した坂内利三郎が享保 6年（1717）、「蝦

夷大権現　鉱山師坂内利三郎」と書かれた社額を奉納し、現在も保管

されています。その後は、延享元年（1744）に、野沢の大工であっ

た橋谷田吉兵衛により社殿が建立し、名前も「蝦夷大権現」から「蝦

夷神社」に変え、神社の紋章（神紋）も義経ゆかりの笹
ささ

竜
りん

胆
どう

（清和源

氏直系の家紋）になりました。

　ちなみに、黒沢以外のもう１つの蝦夷神社は、山形県南陽市にあり

ます。明治 25 年発行の『赤湯温泉誌』によると、場所は大字三間通

りで、「安
あ

倍
べ

ノ
の

貞
さだ

任
とう

を祀る」と書かれています。

蝦
え

夷
ぞ

神社
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